
珈　

昨
年
取
り
上
げ
た　

冊
の
中
か
ら
ベ
ス
ト
テ
ン
を

４７

選
ん
で
み
た
（
○
数
字
は
月
号
）。
ま
ず
ア
ン
デ
シ
ュ
・

ハ
ン
セ
ン
『
ス
マ
ホ
脳
』②
は
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

っ
た
が
ま
だ
な
ら
ぜ
ひ
。
マ
イ
ケ
ル
・
ル
イ
ス
『
最
悪

の
予
感
』⑨
は
さ
す
が
ル
イ
ス
、
片
山
善
博
『
知
事
の

真
贋
』①
、
保
阪
正
康
『
石
橋
湛
山
の　

日
』⑥
、
芝
健

６５

介
『
ヒ
ト
ラ
ー
』⑫
も
力
作
だ
。
小
川
仁
志
『
む
か
し
む

か
し
あ
る
と
こ
ろ
に
哲
学
者
が
や
っ
て
き
た
』④
は
異

色
の
哲
学
入
門
。
渡
辺
政
隆
『
科
学
の
歳
事
記
』⑤
、

千
足
伸
行
『
画
家
た
ち
の
パ
ー
ト
ナ
ー
』⑥
、
猪
木
武

徳
『
社
会
思
想
と
し
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
』⑧
は
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
に
は
西
村
秀
一『
新
型
コ
ロ
ナ
の
大
誤
解
』⑧
が
絶
対

の
お
薦
め
で
、
残
る　

冊
も
捨
て
が
た
か
っ
た
。

３７

玳　

全
国
紙
や
キ
ー
局
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
精
神
に
疑

問
符
が
つ
く
昨
今
だ
が
、
そ
の
点
、
地
方
メ
デ
ィ
ア
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
優
位
性
が
あ
る
。
し
つ
こ
く
一
つ
の
テ

ー
マ
に
取
り
組
む
能
力
な
ど
は
そ
の
最
た
る
も
の
だ
ろ

う
。
松
本
創
『
地
方
メ
デ
ィ
ア
の
逆
襲
』（
ち
く
ま
新

書
、
９
４
６
円
）
に
登
場
す
る
記
者
た
ち
は
ほ
ん
と
に

し
つ
こ
い
。
さ
ま
ざ
ま
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
な
が

ら
、
何
年
も
か
け
て
一
つ
の
問
題
を
追
う
。
あ
る
い
は

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
何
十
年
と
続
け
る
。

　

彼
ら
の
ひ
た
む
き
さ
は
感
動
的
で
す
ら
あ
る
。
岡
山

本
社
に
異
動
し
て
も
前
任
地
高
松
の
事
件
を
追
い
続
け

る
記
者
と
、
そ
れ
を
認
め
る
会
社
。
人
口
減
の
中
で
財
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政
的
困
難
は
増
す
一
方
だ
ろ
う
に
、
つ
い
応
援
し
た
く

な
る
。
登
場
す
る
の
は
秋
田
魁
新
報
、
琉
球
新
報
、
毎

日
放
送
、
瀬
戸
内
海
放
送
、
京
都
新
聞
、
東
海
テ
レ
ビ

放
送
の
６
メ
デ
ィ
ア
。
で
も
類
似
の
例
は
ほ
か
に
も
た

く
さ
ん
あ
る
は
ず
だ
。
読
み
応
え
十
分
の
力
作
で
あ
る
。

珎　

日
米
地
位
協
定
の
本
は
本
欄
で
も
何
度
か
取
り
上

げ
た
が
、
伊
勢
闢
賢
治
・
布
施
祐
仁
『
主
権
な
き
平
和

国
家
』（
集
英
社
文
庫
、
６
８
２
円
）
も
好
著
で
あ
る
。

何
よ
り
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ラ
ク
が
米
国
と
結
ん
で
い
る
地
位
協
定
と
比
べ
て
、

日
本
の
主
権
が
ま
る
で
見
え
な
い
現
状
を
浮
き
彫
り
に

し
て
い
る
点
が
秀
逸
で
、
さ
ら
に
終
章
「
地
位
協
定
改

定
案
」
も
貴
重
で
あ
る
。「　

年
安
保
こ
の
か
た
日
本

６０

か
ら
改
定
を
提
起
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
ま
る
で

米
国
の
占
領
下
に
あ
る
よ
う
だ
」
と
す
る
著
者
は
、
国

連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
や
政
府
代
表
と
し
て
海
外
で
も
活
動
し
て
き

た
「
右
で
も
左
で
も
な
い
」
国
防
専
門
家
。
保
守
本
流

の
人
た
ち
に
も
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

玻　

譚
�
美
『
中
国
「
国
恥
地
図
」
の
謎
を
解
く
』（
新

潮
新
書
、
９
６
８
円
）
で
い
う
「�
国
恥�
地
図
」
を
知
る
人

こ

く

ち

は
少
な
い
だ
ろ
う
。
列
強
に
奪
わ
れ
て
き
た
旧
国
土
を

明
示
し
た
地
図
を
自
虐
的
に
呼
ん
だ
も
の
で
、
中
華
民
国

の
時
代
に
盛
ん
に
作
ら
れ
た
。
著
者
は
多
く
の
「
国
恥

地
図
」
を
探
し
求
め
、
そ
れ
が
現
代
中
国
に
よ
っ
て
ど
う

利
用
さ
れ
て
い
る
か
（
例
の
九
段
線
も
そ
の
一
つ
）
を
論

評
し
て
い
る
。
思
惑
に
満
ち
歴
史
的
争
点
の
多
い
「
国
恥

地
図
」
の
変
遷
は
興
味
深
く
、
南
シ
ナ
海
（
中
国
表
記
で

は
南
海
）
で
の
活
発
な
動
き
な
ど
、
不
正
確
な
歴
史
地
図

に
依
拠
し
て
そ
の
領
土
的
再
現
を
目
論
む
中
国
外
交
を

見
る
上
で
も
大
い
に
参
考
に
な
る
。��
��（
浅
野　
純
次
）
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